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表 1　先行研究の検索結果（2015 年 7月 28 日時点）
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Ⅱ　読書会の概要
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表 2　読書会で取り上げてきた専門書一覧（取り上げた順に掲載）
???????? ?? ????
F?P????????1996? ??????????? ????
?????2007? ???????? ????
?????2011? ?????????????????????????? ????
???????????2005?
?????????????????????????
???????????
????
Ⅲ　調査の概要
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表 3　インタビュー対象者の属性
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Ⅳ　調査結果　
１．主観的効果の調査結果
???????????????????????????? 34??????????
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表 4　主観的効果と発言数
?????? ???
?????????? 10
????????? 6
??????????? 6
??????????????? 4
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（１）【視点や価値観の広がり】
?「文献を読むことも大事ですけど、それに基づく話し合いの中で自分の考えや視野に刺
激を受けて、そちらに面白みがかなりあるのかな。…中略…自分の解釈が再構成されるこ
とで広がりとか出てくる（A-6）。」、「本を読んできて、ここでみんなの意見を聞いて、自
分はちょっと引っかかるところが浅いなというか。…中略…いろんな人がいろんな部分に
引っかかっているので。そういった部分をちょっと意識するようになる（B-7）。」、「解釈、
違う見方とか視点とかを入れられるかどうかは結構大きいと思っている。同じような考え
方の人たちばかり集まると、同じベクトルになってしまうので（C-13）。」???????
??????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
?????????????????
（２）【業務や実践への応用】
?「学んだことが実践で活かせるという実感があったんですよね、翌日から。…中略…周
りにすぐフィードバックが返せたりしたので（C-7）。」、「いろんな人がいろんな部分に引っ
かかっている。意識して、業務とかでも、もう少し深く読み取ろうと意識するようになっ
た（B-7）。」?????????????????????
????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????
（３）【理論と実践の統合の試み】
???????????????????????????????
?「文献を前面に持ってきて自分のやってきたことをふり返るという意味では、自分の中
での棚卸しだったり、自分の実践でやっていた意味というものについてもう一回文献と照
らし合わせていきながら紐解いていく作業はすごく有益（A-3）。」、「少なからず自分の実
践が少し整理できたかなと。…中略…Ｄ（注：発言者本人の名前）っていう者だけで感覚
的にやっていた部分も多かったし。今までこういう経験をしたからこの方法でやれば失敗
しないなとか、でもそれは知識とかに裏付けされていた部分もあるかもしれないし、結構
曖昧なものが多かったので（D-6）。」?
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
?????????????????
（４）【専門職アイデンティティの再確認】
?「ここに参加することで有資格者である自分を保つみたいな。ともすれば、世間一般の
人の感覚が強い自分を何とか鼓舞していたような感じがあった（E-7）。」、「有資格者って
いう意識があまり持ててなかったのかな。資格を持って何を専門に見る力を養えばいいの
か…中略…職業人としての私をここで磨かせてもらっている（C-10）。」
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２．主観的効果の考察
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３．運営における効果的要素の調査結果
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表 5　運営における効果的な要素と発言数（構造要因）
?????? ???
???????? 5
??????? 4
?????? 4
表 6　運営における効果的な要素と発言数（参加者要因）
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??????? 3
（１）【システムの柔軟性】
?「間口がすごく広い。みんなウエルカムにしてても、参加者それぞれが求めている部分
がマッチングの中でおのずと、限定かけてなくても出てくる（A-5）。」、「読書会はみんな
で読んできたことに対しての確認ですかね。1つのゴールに向かってではなく、各々が色々
な視点、意見を聞いて学ぶ場と思う（B-10）。」、「いつでもきていいよ、いつでも抜けてい
いよっていうこのゆるさがものすごく大きいのかなと思う。安心感にもつながって。絶対
参加しなきゃいけないと思うとプレッシャー（C-30）。」???????????????
??????
????????????????????????????????????????
?????????????????
? 26 ?
???????????????????????????????????????
（２）【職場外での開催】
?「例えば会議や検討の場は、それぞれの組織の看板を背負っているので、自分の素の中
での発言というよりは、職業人としての話し合いが多いと思う。読書会では仕事面での利
害関係を置いて、自分がソーシャルワーカーとしてどう成長するかに対して純粋に入れる
（A-11）。」、「職場でやると、彼はきてる、彼女は誘ってもこないとか、そういう弊害が出
てきてためらわれる。ここは個々が自発的にきているっていうのが大前提（D-22）。」?
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
???
（３）【選書の構造化】
???????????????????????????????
?「本を選ぶのも発起人が『これどうかな』って提案してくれて。あと、次の本が見えて
いるっていうか、今やっていることが何に結びついていくのかが見えやすかった（C-7）。」、
「バイステックとか、奥川先生の体系立てて書かれた部分とか、本のチョイスが良かった。
あれで結構自分の立っている位置というか組織の中の 1人として自分の実践が少し整理で
きたかな（D-6）。」?
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
??????????????????????????
（４）【学びあう関係性による相互作用】
?「1人で勉強するよりも読書会を通して学んでいくことによって、それぞれが相互作用の
中で刺激し合いながら、他者の経験も疑似的に受け取ることができるのですごく勉強に
なっている（A-3）。」、「この本、あのこと（実践）を言っていたのかなって気づく部分は、
多分 1人で読んでも出てこなかったと思う（D-5）。」、「胸を貸してもらった感があり、心
強かった。先輩の立場から言ってくれるし、自分の未熟さに気付くことがありましたね
（E-19）。」?
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
??????????
（５）【受容的・協働的な雰囲気】
?「自分みたいな知識がそんなに及ばない人間が参加しても、批判的な返しとかもない。
言ったことに対して受け入れてくれるというか、そういう雰囲気で続けられていると思う
??????????????????????????????????????????????
? 27 ?
（B-5）。」、「自分がしゃべっても皆さん受け入れてくれる余裕があるというのはすごくあり
がたいなと思う。誰も否定しないですよね（C-4）。」、「自分が疑問に思っているところを
投げ掛けることで、その疑問に対してみんなはどう考えるのかなっていう時間が持てると
ころはすごい魅力がある部分（A-6）。」?????????????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
???????
（６）【参加者の主体性】
?「業務時間外に来ている。お金ももらえないのに来ているのは大きな違い（E-13）。」、「そ
の人に備わっているオープンマインドの大きさが進めていく力としては大きいかな
（C-37）。」?
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４．運営における効果的要素の考察
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図 1　主観的効果と運営上の効果的要素との関連（筆者作成）
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